


前頭側頭開頭での使用例 66歳／女性
症例
１

術直後　　                              　　　術後1週間

バイオペックス-Rロング使用後

前頭側頭開頭による脳動脈瘤のクリッピング術を施行。骨欠損部にバイオペックス－Ｒロング６ｍＬを

骨欠損部および開頭線よりやや広めに補填。術後ＣＴにおいて整容面は良好である。

未破裂右中大脳動脈瘤

前頭側頭開頭による脳動脈瘤のクリッピング術

骨弁固定後

所見

術中写真

現病歴

手術方法

  LONG

上記時間は練和時間を含みません。
用手補填の場合、周囲温度にあまり大きな影響を受けません。

ADVANCE

（min)

注入セットで練和して注入する場合

乳鉢セットでの練和（用手補填の場合）

0          1         2        　3      　 4        　5　　　 　6　　　　　7　       8          9　　　　10　

  LONG

ADVANCE

練和終了後、補填可能な時間の目安

　練和終了後、補填可能な時間の目安（注入器からペーストの注入が可能な時間）

  
（min)

手術室温度24℃の場合

従来よりも長い作業時間が確保できます。

手術室温度24℃の場合

0                          5          　　             10                        15　　　　　　　            20

6mLセット：液剤3.2mL（推奨液量）で練和した場合

練和終了後、補填可能な時間の目安

手術室温度   LONG ADVANCE

 11分24℃ 2.5分
※

※練和後、10分静置した場合。

静置10分

作業時間が長くなりました

11

練和後、10分静置しても
作業可能です

2.5

2.5

6mLセット：液剤2.6mL（推奨液量）で練和した場合

作業時間が長くなりました作業時間が長くなりました

  LONG ADVANCE手術室温度

8分

4分

3.5分

6分

22℃

24℃

26℃

2.5分

1.5分

練和終了後、補填可能な時間の目安 (注入器からペーストの注入が可能な時間)

特徴 作業時間(補填可能時間 )の延長特徴

CT 画像

アンギオ画像

術前 術後
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